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１．取り巻く環境

＜背景＞

CARATSでは、これまで 「RNP AR進入」「WAM」等、新たな航空交通システムを技術面から高
度化する施策の導入促進に努めており、今年度は将来の情報共有基盤である「SWIM」の導入意
思決定などTBOの実現に向けた取り組みを着実に進めている。
一方、本協議体は発足から間もなく10年を迎え、この間、航空交通システムを取り巻く環境も
刻々と変化していることから、中長期的（2025年～）な航空交通システムの推進計画も将来ニーズ
を的確に反映してくことが求められる。

近隣アジア諸国の経済成長による航空需要増大
経済的要因
Economics

 LCC、BJ等の出現による旅客、空域ユーザの多様化
頻発する地震、風水害に対応するためのレジリエンス確保

社会的要因
Society

 ICAOによる温室効果ガス削減目標（2020年以降の航空による排出ガス増分を0に）
訪日観光客数目標

政治的要因
Politics

無人航空機、超音速・極超音速機等新たな航空モードの出現
 AI、ビッグデータ、クラウド技術等の情報通信技術の進展

技術的要因
Technology
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２．ICAO将来計画の策定状況
（GANP第6版 案）

ニーズに応じた
全体管理Step4

軌道ベース
運用Step3

時間管理運用Step2

情報の品質向上及びネットワーク化
情報共有基盤(SWIM)の構築
地対地の情報共有

情報の
デジタル化Step1

ネットワーク全体の効率化
気象、機上情報等の情報の共有化（ｼﾝｸﾛﾅｲｾﾞｰｼｮﾝ)

効率性、予見能力、定時性の向上

空地の情報共有
ブロードバンドインターネットによるグローバルなネットワーク連接
 FIRを超えて実施される交通流管理及び時間管理
パフォーマンスベースへの完全移行

様々な空域ユーザーや新たなビジネスモデルの登場
意思決定の最適化により空域利用者のニーズを最大限達成
利用者主導へのシフト
 “Market rule”の導入

2019年に開催されるICAO総会において次期GANPが提案される予定であり、本計画のコンセプト案は以下の通りである。
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２．ICAO将来計画の策定状況
（ASBU2019年度改訂 作業状況）

ASBUの構造 イメージ

• これまでの開発、標準化活動、将来技術の動向を踏まえ、新たにBlock4（2037-2042）を新設。

加えて、各施策の実現時期を再整理。（例：full TBOはBlock3（軌道）/4（空域）に再配置））

• 新技術の施策を追加（例 視覚援助 Head up display(HUD)の活用）

• 各施策個票に施策の適用範囲（航空路、空港等）、関連施策、施策実現に必要な技術を整理

Block（時間軸）

Thread

（分野）

※Blockの横の数字は当該Blockに含まれるElementが利用可能となるための準備期間（基準、マニュアル等）を示す

Module（ThreadとBlockで特定される施策群）

Element（Moduleを構成する個別施策）

ASBU 個票イメージTBO Block3（軌道） ASBU 個票イメージTBO Block4（空域）
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３．我が国の課題 / NEXT CARATSコンセプト

 航空交通システムを取り巻く環境の変化に伴う新たな課題に対応すべく、解決の方向性・解決策を再
整理する必要あり。

 GANPを踏まえ、課題解決に向けたNEXT CARATSのコンセプト（実現のステップ）を以下の通り提案。

我が国の課題

・増大する交通量に対し
ても安全性を維持

・新たな空域ユーザへの
対応

・インバウンド、通過機の
増大
・首都圏空港への需要増
大

・LCC、BJ等のニーズ
多様化への対応
・新幹線と同等以上の
サービスレベル堅持

・航空会社直接運航費
削減

・ ICAOによる排出ガス
規制

・今後の生産年齢人口の
減少等による航空保安業
務に係る要員の減少

安全性向上

目標

航空交通量
増大への
対応

利便性の
向上

運航の効率
性の向上

環境への
配慮

航空保安業
務の効率性
の向上

SWIM, FIXM/AIXM/IWXXM

・管制官負荷軽減

・機上での周辺機や
環境情報の取得

・時間管理運用
・空域動的管理

・柔軟な空域・経路運
用
・時間管理運用による
バッファ減少

・NOP高度化

・衛星航法高度化に
よる就航率改善

・機械化・自動化技術
の活用

・柔軟な空域・経路運
用

・時間管理運用による
バッファ減少

TBOの

実現

Step2

空地の同期

Step4

隣接国との連携

Step3

時間管理

Step5

動的適用

Step1

デジタル化

UPR, Global SWIM, 

国際ATFM

CFDT (CTO), 

固定メタリング, 

AMAN/DMAN 

FF-ICE(in-flight)

動的メタリング
動的空域構成 (DAC)

課題解決の方向性
NEXT CARATSコンセプト

※赤字は、初期CARATSのビジョン設定後にクローズアップされ始めた課題

達成状況

FF-ICE, CPDLC, ADS, DAPS 
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変革の方向性 重点施策（現在） 新規施策/重点（更新） 改善が見込まれる目標

・軌道ベース運用 ・軌道の時間管理 ・固定/動的メタリング

・予見能力の向上 ・気象予測の高度化 ・新たなセンサーの活用（EDR等）
と ATMとの連携

・混雑空港及び混雑空域にお
ける高密疎運航の実現

・地上・機上での状況認識能力
の向上

・航空機動態情報の管制機関におけ
る活用

・ADS-B技術の活用
（Interval Management）
・【新規】A-SMGCS

・全飛行フェーズでの衛星航法
の実現

・SBAS性能検討
・GBASを活用した精密進入の検討

・GBAS・SBAS高度化
・Advanced RNP

・人と機械の能力の最大活用 ・新たな通信システムによる空港に
おける大容量通信（AeroMACS）

・【新規】新たな通信システム
メディア：衛星、プロトコル：IP

・性能準拠型の運用 ・SBAS性能検討
・GBASを活用した精密進入の検討

・【新規】強化型飛行視覚支援
システム（EFVS / SVS）、SA-CAT

・情報共有と協調的意思決定
の徹底

・SWIM実現に向けた取組強化 ・SWIMを活用した運用改善
⇒ Global SWIM / 空地SWIM

４．重点施策/新規施策候補

◆新規施策のイメージ

動的空域管理 / 複雑性管理 EFVS/SVS 進入

Head up display(HUD)を活用して既存の進入
方式の天候対応能力を向上させる。これらの方
式の導入により就航率の向上が期待される。機
上装置との連携が必要と想定される。

走行間隔の確保や滑走路への誤進入防
止等に必要なガイダンスを提供すること
で安全性向上及び航空交通の効率化が
期待される。

増加する航空交通量に対してセクター形状を
最適化することで、遅延の最小化(利便性向
上)が期待される。この施策には複雑性管理等
の次世代技術の導入が必要と想定される。

©NATS

交通量 利便性

©FAA

A-SMGCS

安全性

交通量 利便性 安全性

交通量 利便性 安全性

利便性 安全性 運航効率 環境

交通量 利便性 安全性 業務効率

利便性 安全性 運航効率 環境

利便性 安全性

交通量 安全性 運航効率 環境利便性

交通量 利便性 安全性 業務効率

業務効率

2019年度検討事項
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◆ICAO GANP及び欧米の将来計画と調和を取る観点から現、ロードマップの計画年を2025年から2040年に拡張する
と共に、新規施策の設定、重点施策の見直しについて次年度検討する。


